
10

20

JP 7138784 B2 2022.9.16

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7138784号

(P7138784)
(24)登録日　令和4年9月8日(2022.9.8)(45)発行日　令和4年9月16日(2022.9.16)

(54)【発明の名称】　触媒装置

(51)国際特許分類
　   Ｆ０１Ｎ 3/28 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ０１Ｎ 3/28 ３０１Ｕ 　　　
　Ｆ０１Ｎ 3/28 ３０１Ｖ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-513626(P2021-513626)
(86)(22)出願日　 令和2年4月6日(2020.4.6)
(86)国際出願番号　 PCT/JP2020/015543
(87)国際公開番号　 WO2020/209225
(87)国際公開日　 令和2年10月15日(2020.10.15)

審査請求日　 令和3年7月15日(2021.7.15)
(31)優先権主張番号　特願2019-75577(P2019-75577)
(32)優先日　 平成31年4月11日(2019.4.11)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

日本国(JP)

(73)特許権者　 000005326
本田技研工業株式会社
東京都港区南青山二丁目１番１号

(74)代理人　 100165179
弁理士　田▲崎▼  聡

(74)代理人　 100126664
弁理士　鈴木  慎吾

(74)代理人　 100154852
弁理士　酒井  太一

(74)代理人　 100194087
弁理士　渡辺  伸一

(72)発明者　 前田  和寿
東京都港区南青山二丁目１番１号  本田 
技研工業株式会社内

(72)発明者　 堀村  弘幸
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ １ 】
　 内 燃 機 関 （ ４ ） か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス を 浄 化 す る 触 媒 を 担 持 す る 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） と 、
　  前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） に 接 合 さ れ て 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 内 側 に 支 持 す る 外 筒 （ ４  
０ ） と 、
　  前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 通 過 し た 前 記 排 気 ガ ス が 流 通 す る 排 気 管 で あ っ て 、 内 側 に 前 記  
外 筒 （ ４ ０ ） が 密 に 挿 入 さ れ て 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） に 接 合 さ れ 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） と の  
間 に 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 通 過 し た 前 記 排 気 ガ ス が 流 入 す る 隙 間 （ Ｇ ） を 設 け た 下 流 排  
気 管 （ ２ ０ ） と 、
　  前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） に 導 入 さ れ る 前 記 排 気 ガ ス が 流 通 す る 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） と 、
　  前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ４ ０ ｕ ） の 内 側 か ら 前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） の 下 流 側  
端 部 （ １ ０ ｄ ） の 内 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ３ ０ ｕ ） と の 間  
に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 下 流 側 端 部 （ ５ ０ ｄ ） を 有 す る カ ラ ー 部 材 （ ５ ０ ） と 、
　  前 記 カ ラ ー 部 材 （ ５ ０ ） の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） と 前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０  
） と を 接 合 す る 溶 接 部 （ ６ ０ ） と 、
　  を 備 え る 触 媒 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 内 燃 機 関 （ ４ ） か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス を 浄 化 す る 触 媒 を 担 持 す る 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） と 、
　  前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） に ろ う 付 け ま た は 拡 散 接 合 さ れ て 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 内 側  
に 支 持 す る 外 筒 （ ４ ０ ） と 、

請求項の数　10　（全12頁）
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　  前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 通 過 し た 前 記 排 気 ガ ス が 流 通 す る 排 気 管 で あ っ て 、 前 記 外 筒 （  
４ ０ ） の 外 側 で 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） に 接 続 す る と と も に 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） と の 間 に 前  
記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 通 過 し た 前 記 排 気 ガ ス が 流 入 す る 隙 間 （ Ｇ ） を 設 け た 下 流 排 気 管 （  
２ ０ ） と 、
　  前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） に 導 入 さ れ る 前 記 排 気 ガ ス が 流 通 す る 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） と 、
　  前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ４ ０ ｕ ） の 内 側 か ら 前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） の 下 流 側  
端 部 （ １ ０ ｄ ） の 内 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ３ ０ ｕ ） と の 間  
に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 下 流 側 端 部 （ ５ ０ ｄ ） を 有 す る カ ラ ー 部 材 （ ５ ０ ） と 、
　  前 記 カ ラ ー 部 材 （ ５ ０ ） の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） と 前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０  
） と を 接 合 す る と と も に 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） と 前 記 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） と を 接 合 す る 溶 接  
部 （ ６ ０ ） と 、
　  を 備 え る 触 媒 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 下 流 側 端 部 （ ３ ０ ｄ ） は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 下 流 側 端 部 （ ４  
０ ｄ ） よ り も 下 流 側 に 位 置 し 、
　  前 記 隙 間 （ Ｇ ） は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 前 記 下 流 側 端 部 （ ４ ０ ｄ ） の 下 流 側 で あ っ て 、  
前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 外 側 、 か つ 前 記 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） の 内 側 に 設 け ら れ て い る 、
　  請 求 項 １ １ ま た は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 触 媒 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） は 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） よ り も 上 流 側 で 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） に  
接 合 さ れ て い る 、
　  請 求 項 １ １ か ら 請 求 項 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 触 媒 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） お よ び 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 接 合 部 （ Ｂ １ ） を 備 え 、
　  前 記 接 合 部 （ Ｂ １ ） の 下 流 側 端 部 は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 下 流 側 端 部 （ ４ ０ ｄ ） と 同 じ  
位 置 に 設 け ら れ て い る 、
　  請 求 項 １ １ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 触 媒 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ４ ０ ｕ ） は 、 前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） の 下 流 側 端 部 （  
１ ０ ｄ ） に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 、
　  請 求 項 １ １ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 触 媒 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ２ ０ ｕ ） は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 上 流 側 端 部 （  
４ ０ ｕ ） よ り も 下 流 側 に 位 置 し 、 前 記 溶 接 部 （ ６ ０ ） に よ っ て 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） に 接 合 し  
て い る 、
　  請 求 項 １ １ か ら 請 求 項 １ ５ 、 お よ び 請 求 項 １ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 触 媒 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 隙 間 （ Ｇ ） の 外 径 は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 外 径 に 一 致 し て い る 、
　  請 求 項 １ １ か ら 請 求 項 １ ５ 、 並 び に 請 求 項 １ ７ お よ び 請 求 項 １ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載  
の 触 媒 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） は 、 重 ね て 巻 か れ た 平 板 （ ３ １ ） お よ び 波 板 （ ３ ２ ） を 備 え 、
　  前 記 平 板 （ ３ １ ） お よ び 前 記 波 板 （ ３ ２ ） は 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 前 記 上 流 側 端 部  
（ ３ ０ ｕ ） の み で 互 い に 接 合 さ れ て い る 、
　  請 求 項 １ １ か ら 請 求 項 １ ５ 、 お よ び 請 求 項 １ ７ か ら 請 求 項 １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の  
触 媒 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） は 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） よ り も 下 流 側 で 、 上 流 側 か ら 下 流 側  
に 向 か う に 従 い 漸 次 縮 径 す る 縮 径 部 （ ２ ２ ） を 一 体 的 に 有 す る 、
　  請 求 項 １ １ か ら 請 求 項 １ ５ 、 お よ び 請 求 項 １ ７ か ら 請 求 項 ２ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の  



10

20

30

40

50

JP 7138784 B2 2022.9.16(3)

触 媒 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 触 媒 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
　 本 願 は 、 ２ ０ １ ９ 年 ４ 月 １ １ 日 に 、 日 本 に 出 願 さ れ た 特 願 ２ ０ １ ９ － ０ ７ ５ ５ ７ ７ 号 に  
基 づ き 優 先 権 を 主 張 し 、 そ の 内 容 を こ こ に 援 用 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 燃 機 関 の 排 気 装 置 に は 、 排 気 ガ ス を 浄 化 す る た め に 触 媒 装 置 が 設 け ら れ て い る 。 鞍 乗  
り 型 車 両 等 の 小 型 車 両 に は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た よ う に 、 波 板 と 平 板 と を 巻 回  
し て な る 金 属 触 媒 担 体 を 外 筒 内 に 収 容 し た 触 媒 装 置 （ 金 属 触 媒 コ ン バ ー タ ） が 搭 載 さ れ る  
。 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 触 媒 装 置 で は 、 金 属 触 媒 担 体 の 排 気 ガ ス の 流 出 側 の 外 周 の み を  
筒 状 の 支 持 部 材 の 内 周 に 固 着 し 、 支 持 部 材 の 前 部 を 外 筒 の 排 気 ガ ス の 流 出 側 に 挿 入 固 定 し  
て い る 。 外 筒 と 金 属 触 媒 担 体 と の 間 に は 間 隙 が 形 成 さ れ 、 こ の 間 隙 が 金 属 触 媒 担 体 の 保 温  
を 担 う 空 気 断 熱 層 と な っ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 日 本 国 特 開 平 ７ － ９ １ ２ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 今 後 の 新 た な 排 ガ ス 規 制 に 対 応 す る た め に は 、 浄 化 性 能 を よ り 一 層 向 上 さ せ  
る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 浄 化 性 能 の 向 上 が 図 ら れ た 触 媒 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ １ ） 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 触 媒 装 置 は 、 内 燃 機 関 （ ４ ） か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス を 浄 化  
す る 触 媒 を 担 持 す る 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） に 接 合 さ れ て 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 内 側 に 支 持  
す る 外 筒 （ ４ ０ ） と 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 通 過 し た 前 記 排 気 ガ ス が 流 通 す る 排 気 管 で  
あ っ て 、 内 側 に 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） が 密 に 挿 入 さ れ て 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） に 接 合 さ れ 、 前 記 触  
媒 担 体 （ ３ ０ ） と の 間 に 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 通 過 し た 前 記 排 気 ガ ス が 流 入 す る 隙 間 （  
Ｇ ） を 設 け た 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） と 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） に 導 入 さ れ る 前 記 排 気 ガ ス が  
流 通 す る 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） と 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ４ ０ ｕ ） の 内 側 か ら 前  
記 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） の 下 流 側 端 部 （ １ ０ ｄ ） の 内 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ）  
の 上 流 側 端 部 （ ３ ０ ｕ ） と の 間 に 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ た 下 流 側 端 部 （ ５ ０ ｄ ） を 有 す る  
カ ラ ー 部 材 （ ５ ０ ） と 、 前 記 カ ラ ー 部 材 （ ５ ０ ） の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） と  
前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） と を 接 合 す る 溶 接 部 （ ６ ０ ） と 、 を 備 え る 。
（ ２ ） 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 触 媒 装 置 は 、 内 燃 機 関 （ ４ ） か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス を 浄 化  
す る 触 媒 を 担 持 す る 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） と 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） に ろ う 付 け ま た は 拡 散 接  
合 さ れ て 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を 内 側 に 支 持 す る 外 筒 （ ４ ０ ） と 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０  
） を 通 過 し た 前 記 排 気 ガ ス が 流 通 す る 排 気 管 で あ っ て 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 外 側 で 前 記 外  
筒 （ ４ ０ ） に 接 続 す る と と も に 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） と の 間 に 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） を  
通 過 し た 前 記 排 気 ガ ス が 流 入 す る 隙 間 （ Ｇ ） を 設 け た 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） と 、 前 記 触 媒 担  
体 （ ３ ０ ） に 導 入 さ れ る 前 記 排 気 ガ ス が 流 通 す る 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） と 、 前 記 外 筒 （ ４ ０  
） の 上 流 側 端 部 （ ４ ０ ｕ ） の 内 側 か ら 前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） の 下 流 側 端 部 （ １ ０ ｄ ） の  
内 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ３ ０ ｕ ） と の 間 に 間 隔 を あ け て 配  
置 さ れ た 下 流 側 端 部 （ ５ ０ ｄ ） を 有 す る カ ラ ー 部 材 （ ５ ０ ） と 、 前 記 カ ラ ー 部 材 （ ５ ０ ）  
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の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） と 前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） と を 接 合 す る と と も に 、  
前 記 外 筒 （ ４ ０ ） と 前 記 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） と を 接 合 す る 溶 接 部 （ ６ ０ ） と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） の 態 様 に よ れ ば 、 下 流 排 気 管 と 触 媒 担 体 と の 間 、 す な わ ち 触 媒  
担 体 の 周 囲 に 空 気 層 が 設 け ら れ る の で 、 下 流 排 気 管 を 介 し て 触 媒 担 体 に 伝 わ る 外 気 の 影 響  
を 緩 和 し て 触 媒 担 体 の 保 温 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 下 流 排 気 管 と 触 媒 担  
体 と の 間 の 隙 間 に は 、 触 媒 担 体 を 通 過 す る こ と に よ り 加 熱 さ れ た 排 気 ガ ス が 流 入 す る の で  
、 触 媒 担 体 を 通 過 し て い な い 排 気 ガ ス が 流 入 す る 構 成 と 比 較 し て 、 触 媒 担 体 を よ り 高 温 の  
空 気 層 で 囲 う こ と が で き る 。 よ っ て 、 触 媒 担 体 の 保 温 性 能 を 確 実 に 向 上 さ せ る こ と が で き  
る 。 し た が っ て 、 触 媒 の 早 期 活 性 化 を 図 り 、 浄 化 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 触 媒 担 体 の 保 温 性 能 が 向 上 す る の で 、 断 熱 構 造 を 薄 く し て 触 媒 装 置 を 小 型 化 す る  
こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 下 流 排 気 管 と 触 媒 担 体 と の 間 に 隙 間 を 設 け る こ と で 、 触 媒 担 体 を 内 側 に 支 持 す  
る 外 筒 が 小 型 化 さ れ る 。 こ の た め 、 触 媒 担 体 の 昇 温 時 に 外 筒 に 伝 わ る 熱 量 が 減 少 す る の で  
、 よ り 確 実 に 触 媒 担 体 の 早 期 活 性 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 外 筒 の 小 型 化 に よ り 、 触  
媒 装 置 を 軽 量 化 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 単 一 の 溶 接 部 に よ り 外 筒 と 上 流 排 気 管 と を 接 合 で き る の で 、 外 筒 お よ び カ ラ ー 部  
材 、 並 び に 上 流 排 気 管 お よ び カ ラ ー 部 材 を そ れ ぞ れ 別 に 接 合 す る 場 合 と 比 較 し て 、 製 造 工  
程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ３ ） 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） の 態 様 の 触 媒 装 置 に お い て 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 下 流  
側 端 部 （ ３ ０ ｄ ） は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 下 流 側 端 部 （ ４ ０ ｄ ） よ り も 下 流 側 に 位 置 し 、  
前 記 隙 間 （ Ｇ ） は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 前 記 下 流 側 端 部 （ ４ ０ ｄ ） の 下 流 側 で あ っ て 、 前  
記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 外 側 、 か つ 前 記 下 流 排 気 管 （ ２ ０ ） の 内 側 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 （ ３ ） の 態 様 に よ れ ば 、 触 媒 担 体 の 下 流 側 端 部 と 下 流 排 気 管 の 内 周 面 と の 間 で 隙 間  
が 下 流 側 に 開 口 す る 。 よ っ て 、 触 媒 担 体 か ら 排 気 ガ ス が 排 出 さ れ る 空 間 に 下 流 排 気 管 と 触  
媒 担 体 と の 間 の 隙 間 が 連 通 す る の で 、 触 媒 担 体 を 通 過 し た 排 気 ガ ス を 下 流 排 気 管 と 触 媒 担  
体 と の 間 の 隙 間 に 流 入 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ４ ） 上 記 （ １ ） か ら （ ３ ） の い ず れ か の 態 様 の 触 媒 装 置 に お い て 、 前 記 下 流 排 気 管 （ ２  
０ ） は 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） よ り も 上 流 側 で 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） に 接 合 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 （ ４ ） の 態 様 に よ れ ば 、 外 筒 に お け る 下 流 排 気 管 と の 接 合 部 が 触 媒 担 体 を 支 持 す る  
箇 所 か ら 離 れ る の で 、 外 筒 お よ び 下 流 排 気 管 の 接 合 部 が 触 媒 の 発 熱 の 影 響 を 受 け る こ と を  
抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ５ ） 上 記 （ １ ） か ら （ ４ ） い ず れ か の 態 様 の 触 媒 装 置 に お い て 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ）  
お よ び 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 接 合 部 （ Ｂ １ ） を 備 え 、 前 記 接 合 部 （ Ｂ １ ） の 下 流 側 端 部 は 、  
前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 下 流 側 端 部 （ ４ ０ ｄ ） と 同 じ 位 置 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 （ ５ ） の 態 様 に よ れ ば 、 外 筒 の 下 流 側 端 部 が 触 媒 担 体 お よ び 外 筒 の 接 合 部 よ り も 下  
流 側 に 位 置 し て い る 場 合 と 比 較 し て 、 外 筒 を 短 く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 外 筒 の  
小 型 化 に よ り 、 触 媒 装 置 を 軽 量 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ６ ） 上 記 （ １ ） か ら （ ５ ） い ず れ か の 態 様 の 触 媒 装 置 に お い て 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 上  
流 側 端 部 （ ４ ０ ｕ ） は 、 前 記 上 流 排 気 管 （ １ ０ ） の 下 流 側 端 部 （ １ ０ ｄ ） に 間 隔 を あ け て  
配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 （ ６ ） の 態 様 に よ れ ば 、 カ ラ ー 部 材 の 外 側 に は 外 筒 の 上 流 側 端 部 と 上 流 排 気 管 の 下  
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流 側 端 部 と に よ っ て 挟 ま れ た 谷 間 が 設 け ら れ る 。 こ の た め 、 谷 間 を 溶 接 ビ ー ド で 埋 め る よ  
う に し て 、 溶 接 部 を 安 定 し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ７ ） 上 記 （ １ ） か ら （ ６ ） い ず れ か の 態 様 の 触 媒 装 置 に お い て 、 前 記 下 流 排 気 管 （ ２ ０  
） の 上 流 側 端 部 （ ２ ０ ｕ ） は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ４ ０ ｕ ） よ り も 下 流 側 に  
位 置 し 、 前 記 溶 接 部 （ ６ ０ ） に よ っ て 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） に 接 合 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 （ ７ ） の 態 様 に よ れ ば 、 下 流 排 気 管 と 外 筒 と を 接 合 す る 工 程 を 、 外 筒 と 上 流 排 気 管  
と を 接 合 す る 工 程 に ま と め る こ と が で き る 。 よ っ て 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
　 し か も 、 下 流 排 気 管 の 上 流 側 端 部 と 、 外 筒 の 上 流 側 端 部 と の 間 に 段 差 が 形 成 さ れ る の で  
、 段 差 を 溶 接 ビ ー ド で 埋 め る よ う に し て 、 溶 接 部 を 安 定 し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ８ ） 上 記 （ １ ） か ら （ ７ ） い ず れ か の 態 様 の 触 媒 装 置 に お い て 、 前 記 隙 間 （ Ｇ ） の 外 径  
は 、 前 記 外 筒 （ ４ ０ ） の 外 径 に 一 致 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 （ ８ ） の 態 様 に よ れ ば 、 下 流 排 気 管 の う ち 外 筒 の 外 側 に 位 置 す る 部 分 、 お よ び 触 媒  
担 体 の 外 側 に 位 置 す る 部 分 の 内 径 が 一 致 す る 。 こ の た め 、 下 流 排 気 管 の 内 径 を 変 化 さ せ る  
こ と な く 、 下 流 排 気 管 と 触 媒 担 体 と の 間 に 隙 間 を 設 け る こ と が 可 能 と な る の で 、 下 流 排 気  
管 の 内 径 を 変 化 さ せ る た め の 工 程 が 不 要 と な る 。 し た が っ て 、 製 造 工 程 が 複 雑 に な る こ と  
を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ ９ ） 上 記 （ １ ） か ら （ ８ ） い ず れ か の 態 様 の 触 媒 装 置 に お い て 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ）  
は 、 重 ね て 巻 か れ た 平 板 （ ３ １ ） お よ び 波 板 （ ３ ２ ） を 備 え 、 前 記 平 板 （ ３ １ ） お よ び 前  
記 波 板 （ ３ ２ ） は 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） の 上 流 側 端 部 （ ３ ０ ｕ ） の み で 互 い に 接 合 さ れ  
て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 （ ９ ） の 態 様 に よ れ ば 、 触 媒 担 体 の 温 度 変 化 に 伴 う 変 形 が 上 流 側 端 部 よ り も 下 流 側  
に お い て 許 容 さ れ る の で 、 触 媒 担 体 に 生 じ る 熱 応 力 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ １ ０ ） 上 記 （ １ ） か ら （ ９ ） い ず れ か の 態 様 の 触 媒 装 置 に お い て 、 前 記 下 流 排 気 管 （ ２  
０ ） は 、 前 記 触 媒 担 体 （ ３ ０ ） よ り も 下 流 側 で 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か う に 従 い 漸 次 縮  
径 す る 縮 径 部 （ ２ ２ ） を 一 体 的 に 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 （ １ ０ ） の 態 様 に よ れ ば 、 下 流 排 気 管 に お け る 触 媒 担 体 が 内 側 に 配 置 さ れ る 部 分 と  
、 下 流 排 気 管 の 下 流 側 端 部 に 向 け て 縮 径 す る 部 分 と 、 を 単 一 の 部 品 と す る こ と が で き る 。  
よ っ て 、 部 品 点 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 触 媒 装 置 に よ れ ば 、 浄 化 性 能 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 の 排 気 装 置 を 搭 載 し た 自 動 二 輪 車 の 要 部 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 の 排 気 装 置 の 要 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 の 触 媒 担 体 の 説 明 図 で あ っ て 、 形 成 途 中 の 触 媒 担 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に 用 い る 図 中 に  
お い て 、 矢 印 Ｕ Ｐ は 上 方 、 矢 印 Ｆ Ｒ は 前 方 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ は 、 実 施 形 態 の 排 気 装 置 を 搭 載 し た 自 動 二 輪 車 の 要 部 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
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　 図 １ に 示 す よ う に 、 自 動 二 輪 車 １ は 、 前 輪 ２ と 後 輪 ３ と の 間 の 車 両 中 央 下 部 に 内 燃 機 関  
４ （ エ ン ジ ン ） を 備 え て い る 。 内 燃 機 関 ４ は 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ５ と 、 ク ラ ン ク ケ ー ス ５ の  
上 部 か ら 上 方 に 向 け て 立 設 さ れ た シ リ ン ダ 部 ６ と 、 を 備 え る 。 ク ラ ン ク ケ ー ス ５ は 、 車 体  
フ レ ー ム ７ に 支 持 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ 部 ６ の 前 部 に は 排 気 装 置 ８ （ 触 媒 装 置 ） が 接 続 さ  
れ て い る 。 排 気 装 置 ８ は 、 内 燃 機 関 ４ か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス を 浄 化 す る 。 浄 化 し た 排 気  
ガ ス は 、 マ フ ラ ー ９ を 介 し て 排 出 さ れ る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 「 上 流 側 」 は 内 燃  
機 関 ４ か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス の 流 れ の 上 流 側 を 意 味 し 、 「 下 流 側 」 は 内 燃 機 関 ４ か ら 排  
出 さ れ た 排 気 ガ ス の 流 れ の 下 流 側 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ は 、 実 施 形 態 の 排 気 装 置 の 要 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 排 気 装 置 ８ は 、 全 体 と し て 長 尺 の 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い  
る 。 排 気 装 置 ８ は 、 内 燃 機 関 ４ の シ リ ン ダ 部 ６ に 接 続 さ れ る 上 流 排 気 管 １ ０ と 、 上 流 排 気  
管 １ ０ の 下 流 側 に 設 け ら れ た 下 流 排 気 管 ２ ０ と 、 下 流 排 気 管 ２ ０ 内 に 配 置 さ れ た 触 媒 担 体  
３ ０ と 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 内 側 で 下 流 排 気 管 ２ ０ に 接 続 す る と と も に 、 下 流 排 気 管 ２ ０ 内  
で 触 媒 担 体 ３ ０ を 支 持 す る 外 筒 ４ ０ と 、 を 主 に 備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 流 排 気 管 １ ０ お よ び 下 流 排 気 管 ２ ０ は 、 排 気 装 置 ８ の 主 た る 配 管 を 構 成 し 、 互 い に 連  
結 し て い る 。 上 流 排 気 管 １ ０ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ に 導 入 さ れ る 排 気 ガ ス が 流 通 す る 。 下 流 排  
気 管 ２ ０ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ を 通 過 し た 排 気 ガ ス が 流 通 す る 。 上 流 排 気 管 １ ０ に お け る 下 流  
側 端 部 １ ０ ｄ を 含 む 下 流 部 は 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か う に 従 い 漸 次 拡 径 し て い る 。 下 流  
排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部 ２ ０ ｕ は 、 排 気 ガ ス の 流 れ る 方 向 で 上 流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側 端 部  
１ ０ ｄ に 対 向 し て い る 。 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部 ２ ０ ｕ の 内 径 は 、 上 流 排 気 管 １ ０ の  
下 流 側 端 部 １ ０ ｄ の 内 径 よ り も 大 き い 。 下 流 排 気 管 ２ ０ は 、 上 流 側 端 部 ２ ０ ｕ を 含 み 、 一  
定 の 内 径 お よ び 外 径 で 延 び る 上 流 部 ２ １ と 、 上 流 部 ２ １ に 下 流 側 で 連 な り 、 上 流 側 か ら 下  
流 側 に 向 か う に 従 い 漸 次 縮 径 す る 縮 径 部 ２ ２ と 、 を 一 体 的 に 備 え る 。 上 流 部 ２ １ の 内 側 に  
は 、 触 媒 担 体 ３ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 縮 径 部 ２ ２ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ よ り も 下 流 側 に 設 け ら  
れ て い る 。 下 流 排 気 管 ２ ０ の 下 流 側 端 部 に は 、 マ フ ラ ー ９ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 筒 ４ ０ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 外 筒 ４ ０ の 外 径 は 、 下 流 排  
気 管 ２ ０ の 上 流 部 ２ １ の 内 径 に 一 致 し て い る 。 外 筒 ４ ０ は 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部  
２ ０ ｕ に 密 に 挿 入 さ れ て い る 。 外 筒 ４ ０ に は 、 外 筒 ４ ０ の 外 側 で 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 部  
２ １ が 接 続 し て い る 。 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ は 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部 ２ ０  
ｕ よ り も 上 流 側 に 位 置 し て い る 。 す な わ ち 、 外 筒 ４ ０ は 、 下 流 排 気 管 ２ ０ か ら 上 流 側 に 突  
出 し て い る 。 こ れ に よ り 、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ と 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部  
２ ０ ｕ と の 間 に は 、 段 差 が 形 成 さ れ て い る 。 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ は 、 上 流 排 気 管  
１ ０ の 下 流 側 端 部 １ ０ ｄ よ り も 下 流 側 で 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 。 外 筒 ４ ０ の 下 流 側  
端 部 ４ ０ ｄ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ を 内 側 に 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 触 媒 担 体 ３ ０ は 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 部 ２ １ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 触 媒 担 体 ３ ０  
は 、 円 柱 状 に 形 成 さ れ 、 排 気 ガ ス が 流 れ る 方 向 に 延 び て い る 。 触 媒 担 体 ３ ０ の 上 流 側 端 部  
３ ０ ｕ は 、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ 、 お よ び 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部 ２ ０ ｕ よ り  
も 下 流 側 に 位 置 し て い る 。 触 媒 担 体 ３ ０ の 中 央 部 は 、 外 筒 ４ ０ の 下 流 側 端 部 ４ ０ ｄ よ り も  
下 流 側 に 位 置 し て い る 。 な お 本 実 施 形 態 に お け る 「 中 央 部 」 と は 、 対 象 の 部 材 の 両 端 部 か  
ら 等 距 離 に 位 置 す る 部 分 で あ る 。 触 媒 担 体 ３ ０ の 下 流 側 端 部 ３ ０ ｄ は 、 外 筒 ４ ０ の 下 流 側  
端 部 ４ ０ ｄ よ り も 下 流 側 、 か つ 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 部 ２ １ の 下 流 側 端 部 よ り も 上 流 側 に  
位 置 し て い る 。 触 媒 担 体 ３ ０ は 、 外 筒 ４ ０ に 対 し て 接 合 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 触 媒 担 体  
３ ０ の 上 流 側 端 部 ３ ０ ｕ を 含 む 上 流 部 の 外 周 面 は 、 外 筒 ４ ０ の 内 周 面 に ろ う 付 け さ れ て い  
る 。 触 媒 担 体 ３ ０ お よ び 外 筒 ４ ０ の 接 合 部 Ｂ １ は 、 排 気 ガ ス の 流 れ る 方 向 に お い て 、 触 媒  
担 体 ３ ０ と 外 筒 ４ ０ と が 重 な る 範 囲 と 一 致 し て い る 。 す な わ ち 、 触 媒 担 体 ３ ０ お よ び 外 筒  
４ ０ の 接 合 部 Ｂ １ の 下 流 側 端 部 は 、 外 筒 ４ ０ の 下 流 側 端 部 ４ ０ ｄ と 同 じ 位 置 に 設 け ら れ て  
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い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ は 、 実 施 形 態 の 触 媒 担 体 の 説 明 図 で あ っ て 、 形 成 途 中 の 触 媒 担 体 を 示 す 斜 視 図 で あ  
る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 触 媒 担 体 ３ ０ は 、 重 ね て 巻 か れ た 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ を 備 え 、  
ハ ニ カ ム 構 造 を 有 す る 円 柱 状 に 形 成 さ れ て い る 。 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ は 、 排 気 ガ ス 用  
の 触 媒 を 担 持 し て い る 。 触 媒 担 体 ３ ０ は 、 最 外 周 の 平 板 ３ １ の 内 側 に 排 気 ガ ス を 通 過 さ せ  
る こ と に よ っ て 、 導 入 さ れ た 排 気 ガ ス を 浄 化 し て 排 出 す る 。 触 媒 担 体 ３ ０ を 形 成 す る 平 板  
３ １ お よ び 波 板 ３ ２ は 、 重 ね て 巻 か れ た 状 態 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 。 な お 、 触 媒 担 体 ３  
０ の 巻 き 方 は 、 図 ３ に 示 す 方 法 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 中 央 部 よ り  
も 上 流 側 で 互 い に 接 合 さ れ て い る 。 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 上 流 側 端  
部 ３ ０ ｕ の み で 、 ろ う 付 け に よ っ て 互 い に 接 合 さ れ て い る 。 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ の 接  
合 範 囲 Ｂ ２ は 、 排 気 ガ ス の 流 れ る 方 向 に お い て 、 触 媒 担 体 ３ ０ お よ び 外 筒 ４ ０ の 接 合 部 Ｂ  
１ よ り も 狭 く 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ の 接 合 範 囲 Ｂ ２ の 下 流  
側 端 部 は 、 外 筒 ４ ０ の 下 流 側 端 部 ４ ０ ｄ よ り も 上 流 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 触 媒 担 体 ３ ０ と 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 部 ２ １ と の 間 に は 、 触 媒 担 体  
３ ０ を 通 過 し た 排 気 ガ ス が 流 入 す る 隙 間 Ｇ が 設 け ら れ て い る 。 隙 間 Ｇ は 、 外 筒 ４ ０ の 下 流  
側 端 部 ４ ０ ｄ の 下 流 側 で あ っ て 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 外 側 、 か つ 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 部 ２ １  
の 内 側 に 設 け ら れ て い る 。 隙 間 Ｇ の 外 径 は 、 外 筒 ４ ０ の 外 径 に 一 致 し て い る 。 隙 間 Ｇ は 、  
下 流 側 に 開 口 し 、 触 媒 担 体 ３ ０ か ら 排 気 ガ ス が 排 出 さ れ る 空 間 に 連 通 し て い る 。 隙 間 Ｇ は  
、 触 媒 担 体 ３ ０ の 周 囲 全 周 に わ た っ て 連 続 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 排 気 装 置 ８ は 、 上 流 排 気 管 １ ０ 、 下 流 排 気 管 ２ ０ お よ び 外 筒 ４ ０ を 連 結 す る た め の カ ラ  
ー 部 材 ５ ０ お よ び 溶 接 部 ６ ０ を さ ら に 備 え る 。
　 カ ラ ー 部 材 ５ ０ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 カ ラ ー 部 材 ５ ０ は 、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端  
部 ４ ０ ｕ の 内 側 か ら 上 流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側 端 部 １ ０ ｄ の 内 側 に わ た っ て 配 置 さ れ て い る  
。 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 外 径 は 、 外 筒 ４ ０ の 内 径 に 一 致 し て い る 。 カ ラ ー 部 材 ５ ０ は 、 外 筒 ４  
０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ に 挿 入 さ れ て い る 。 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 下 流 側 端 部 ５ ０ ｄ は 、 触 媒 担  
体 ３ ０ の 上 流 側 端 部 ３ ０ ｕ よ り も 上 流 側 に 位 置 し て い る 。 カ ラ ー 部 材 ５ ０ は 、 外 筒 ４ ０ か  
ら 上 流 側 に 突 出 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 上 流 側 端 部 ５  
０ ｕ と 、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ と の 間 に は 、 段 差 が 形 成 さ れ て い る 。 カ ラ ー 部 材 ５  
０ の 上 流 側 端 部 ５ ０ ｕ は 、 上 流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側 端 部 １ ０ ｄ に 挿 入 さ れ て い る 。 こ れ に  
よ り 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 外 側 に は 、 上 流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側 端 部 １ ０ ｄ と 、 外 筒 ４ ０ の 上  
流 側 端 部 ４ ０ ｕ と に よ っ て 挟 ま れ た 谷 間 Ｖ が 環 状 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 溶 接 部 ６ ０ は 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 外 側 に 設 け ら れ て い る 。 溶 接 部 ６ ０ は 、 カ ラ ー 部 材 ５  
０ の 外 側 の 谷 間 Ｖ を 埋 め る よ う に 設 け ら れ た 溶 接 ビ ー ド で あ る 。 溶 接 部 ６ ０ は 、 触 媒 担 体  
３ ０ よ り も 上 流 側 に 設 け ら れ て い る 。 溶 接 部 ６ ０ は 、 上 流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側 端 部 １ ０ ｄ  
、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ 、 お よ び 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部 ２ ０ ｕ を 覆 う よ う に  
設 け ら れ て い る 。 溶 接 部 ６ ０ は 、 上 流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側 端 部 １ ０ ｄ と 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０  
、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ 、 お よ び 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部 ２ ０ ｕ と 、 を 接 合 し  
て い る 。 溶 接 部 ６ ０ は 、 上 流 排 気 管 １ ０ と カ ラ ー 部 材 ５ ０ と を 気 密 に 接 合 し て い る 。 溶 接  
部 ６ ０ は 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０ と 外 筒 ４ ０ と を 接 合 す る と と も に 、 外 筒 ４ ０ と 下 流 排 気 管 ２ ０  
と を 接 合 し て い る 。 溶 接 部 ６ ０ は 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 外 周 面 と 外 筒 ４ ０ の 内 周 面 と の 間 を  
上 流 側 か ら 塞 い で い る 。 溶 接 部 ６ ０ は 、 外 筒 ４ ０ の 外 周 面 と 下 流 排 気 管 ２ ０ の 内 周 面 と の  
間 を 上 流 側 か ら 塞 い で い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 排 気 装 置 ８ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ を 内 側 に 支 持 す る 外  
筒 ４ ０ と 、 外 筒 ４ ０ の 外 側 で 外 筒 ４ ０ に 接 続 す る と と も に 、 触 媒 担 体 ３ ０ と の 間 に 触 媒 担  
体 ３ ０ を 通 過 し た 排 気 ガ ス が 流 入 す る 隙 間 Ｇ を 設 け た 下 流 排 気 管 ２ ０ と 、 を 備 え る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 下 流 排 気 管 ２ ０ と 触 媒 担 体 ３ ０ と の 間 、 す な わ ち 触 媒 担 体 ３ ０ の 周  
囲 に 空 気 層 が 設 け ら れ る の で 、 下 流 排 気 管 ２ ０ を 介 し て 触 媒 担 体 ３ ０ に 伝 わ る 外 気 の 影 響  
を 緩 和 し て 触 媒 担 体 ３ ０ の 保 温 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 下 流 排 気 管 ２ ０  
と 触 媒 担 体 ３ ０ と の 間 の 隙 間 Ｇ に は 、 触 媒 担 体 ３ ０ を 通 過 す る こ と に よ り 加 熱 さ れ た 排 気  
ガ ス が 流 入 す る の で 、 触 媒 担 体 を 通 過 し て い な い 排 気 ガ ス が 流 入 す る 構 成 と 比 較 し て 、 触  
媒 担 体 ３ ０ を よ り 高 温 の 空 気 層 で 囲 う こ と が で き る 。 よ っ て 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 保 温 性 能 を  
確 実 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 触 媒 の 早 期 活 性 化 を 図 り 、 浄 化 性 能 を 向 上  
さ せ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 保 温 性 能 が 向 上 す る の で 、 断 熱 構 造 を 薄 く し て 排 気 装 置 ８ を 小 型  
化 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 下 流 排 気 管 ２ ０ と 触 媒 担 体 ３ ０ と の 間 に 隙 間 Ｇ を 設 け る こ と で 、 触 媒 担 体 ３ ０  
を 内 側 に 支 持 す る 外 筒 ４ ０ が 小 型 化 さ れ る 。 こ の た め 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 昇 温 時 に 外 筒 ４ ０  
に 伝 わ る 熱 量 が 減 少 す る の で 、 よ り 確 実 に 触 媒 担 体 ３ ０ の 早 期 活 性 化 を 図 る こ と が で き る  
。 ま た 、 外 筒 ４ ０ の 小 型 化 に よ り 、 排 気 装 置 ８ を 軽 量 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 下 流 側 端 部 ３ ０ ｄ は 、 外 筒 ４ ０ の 下 流 側 端 部 ４ ０ ｄ よ り も 下 流 側  
に 位 置 し て い る 。 隙 間 Ｇ は 、 外 筒 ４ ０ の 下 流 側 端 部 ４ ０ ｄ の 下 流 側 で あ っ て 、 触 媒 担 体 ３  
０ の 外 側 、 か つ 下 流 排 気 管 ２ ０ の 内 側 に 設 け ら れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 下 流 側 端 部 ３ ０ ｄ と 下 流 排 気 管 ２ ０ の 内 周 面 と の 間  
で 隙 間 Ｇ が 下 流 側 に 開 口 す る 。 よ っ て 、 触 媒 担 体 ３ ０ か ら 排 気 ガ ス が 排 出 さ れ る 空 間 に 下  
流 排 気 管 ２ ０ と 触 媒 担 体 ３ ０ と の 間 の 隙 間 Ｇ が 連 通 す る の で 、 触 媒 担 体 ３ ０ を 通 過 し た 排  
気 ガ ス を 下 流 排 気 管 ２ ０ と 触 媒 担 体 ３ ０ と の 間 の 隙 間 Ｇ に 流 入 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 下 流 排 気 管 ２ ０ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ よ り も 上 流 側 で 外 筒 ４ ０ に 接 合 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 外 筒 ４ ０ に お け る 下 流 排 気 管 ２ ０ と の 接 合 部 （ す な わ ち 溶 接 部 ６ ０  
） が 触 媒 担 体 ３ ０ を 支 持 す る 箇 所 か ら 離 れ る 。 よ っ て 、 外 筒 ４ ０ お よ び 下 流 排 気 管 ２ ０ の  
接 合 部 が 触 媒 の 発 熱 の 影 響 を 受 け る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 触 媒 担 体 ３ ０ お よ び 外 筒 ４ ０ の 接 合 部 Ｂ １ の 下 流 側 端 部 は 、 外 筒 ４ ０ の 下 流 側 端  
部 ４ ０ ｄ と 同 じ 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 外 筒 の 下 流 側 端 部 が 触 媒 担 体 お よ び 外 筒 の 接 合 部 よ り も 下 流 側 に 位  
置 し て い る 場 合 と 比 較 し て 、 外 筒 ４ ０ を 短 く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 外 筒 ４ ０ の  
小 型 化 に よ り 、 排 気 装 置 ８ を 軽 量 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 排 気 装 置 ８ は 、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ の 内 側 か ら 上 流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側  
端 部 １ ０ ｄ の 内 側 に 配 置 さ れ た カ ラ ー 部 材 ５ ０ と 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 外 側 に 設 け ら れ 、 外  
筒 ４ ０ と 上 流 排 気 管 １ ０ と を 接 合 す る 溶 接 部 ６ ０ と 、 を 備 え る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 単 一 の 溶 接 部 ６ ０ に よ り 外 筒 ４ ０ と 上 流 排 気 管 １ ０ と を 接 合 で き る  
の で 、 外 筒 ４ ０ お よ び カ ラ ー 部 材 ５ ０ 、 並 び に 上 流 排 気 管 １ ０ お よ び カ ラ ー 部 材 ５ ０ を そ  
れ ぞ れ 別 に 接 合 す る 場 合 と 比 較 し て 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ は 、 上 流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側 端 部 １ ０ ｄ に 間 隔 を  
あ け て 配 置 さ れ て い る の で 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 外 側 に は 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ と 上  
流 排 気 管 １ ０ の 下 流 側 端 部 １ ０ ｄ と に よ っ て 挟 ま れ た 谷 間 Ｖ が 設 け ら れ る 。 よ っ て 、 谷 間  
Ｖ を 溶 接 ビ ー ド で 埋 め る よ う に し て 、 溶 接 部 ６ ０ を 安 定 し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部 ２ ０ ｕ は 、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ よ り も 下  
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流 側 に 位 置 し 、 溶 接 部 ６ ０ に よ っ て 外 筒 ４ ０ に 接 合 し て い る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 下 流 排 気 管 ２ ０ と 外 筒 ４ ０ と を 接 合 す る 工 程 を 、 外 筒 ４ ０ と 上 流 排  
気 管 １ ０ と を 接 合 す る 工 程 に ま と め る こ と が で き る 。 よ っ て 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る こ と  
が で き る 。
　 し か も 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 側 端 部 ２ ０ ｕ と 、 外 筒 ４ ０ の 上 流 側 端 部 ４ ０ ｕ と の 間 に  
段 差 が 形 成 さ れ る の で 、 段 差 を 溶 接 ビ ー ド で 埋 め る よ う に し て 、 溶 接 部 ６ ０ を 安 定 し て 形  
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 隙 間 Ｇ の 外 径 は 、 外 筒 ４ ０ の 外 径 に 一 致 し て い る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の う ち 外 筒 ４ ０ の 外 側 に 位 置 す る 部 分 、 お よ び 触 媒  
担 体 ３ ０ の 外 側 に 位 置 す る 部 分 の 内 径 が 一 致 す る 。 こ の た め 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 内 径 を 変  
化 さ せ る こ と な く 、 下 流 排 気 管 ２ ０ と 触 媒 担 体 ３ ０ と の 間 に 隙 間 Ｇ を 設 け る こ と が 可 能 と  
な る の で 、 下 流 排 気 管 ２ ０ の 内 径 を 変 化 さ せ る た め の 工 程 が 不 要 と な る 。 し た が っ て 、 製  
造 工 程 が 複 雑 に な る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 触 媒 担 体 ３ ０ は 、 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ を 重 ね て 巻 い て 形 成 さ れ 、 平 板 ３ １ お  
よ び 波 板 ３ ２ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 上 流 側 端 部 ３ ０ ｕ の み で 互 い に 接 合 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 温 度 変 化 に 伴 う 変 形 が 上 流 側 端 部 ３ ０ ｕ よ り も 下 流  
側 に お い て 許 容 さ れ る の で 、 触 媒 担 体 ３ ０ に 生 じ る 熱 応 力 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 下 流 排 気 管 ２ ０ は 、 触 媒 担 体 ３ ０ よ り も 下 流 側 で 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か う に  
従 い 漸 次 縮 径 す る 縮 径 部 ２ ２ を 一 体 的 に 有 す る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 下 流 排 気 管 ２ ０ に お け る 触 媒 担 体 ３ ０ が 内 側 に 配 置 さ れ る 部 分 （ 上  
流 部 ２ １ ） と 、 下 流 排 気 管 の ２ ０ 下 流 側 端 部 に 向 け て 縮 径 す る 部 分 （ 縮 径 部 ２ ２ ） と 、 を  
単 一 の 部 品 と す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 部 品 点 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 し た 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、  
そ の 技 術 的 範 囲 に お い て 様 々 な 変 形 例 が 考 え ら れ る 。
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 の 触 媒 装 置 を 自 動 二 輪 車 の 排 気 装 置 に 適 用 し た 例 を  
説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 本 発 明 の 触 媒 装 置 は 、 内 燃 機 関 を 有 す る 種 々 の 車 両 に  
搭 載 で き 、 例 え ば 自 動 三 輪 車 ま た は 自 動 四 輪 車 の 排 気 装 置 に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ は 、 ろ う 付 け に よ っ  
て 互 い に 接 合 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 平 板 ３ １ お よ び 波 板 ３ ２ は 、 拡 散 接 合  
に よ っ て 互 い に 接 合 さ れ て い て も よ い 。 触 媒 担 体 ３ ０ と 外 筒 ４ ０ と の 接 合 に つ い て も 同 様  
で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 カ ラ ー 部 材 ５ ０ の 上 流 側 端 部 ５ ０ ｕ は 、 上 流 排 気 管 １ ０ の 下  
流 側 端 部 １ ０ ｄ に 挿 入 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 カ ラ ー 部 材 お よ び 上 流 排 気 管  
は 、 互 い に 気 密 に 接 合 し て い れ ば よ く 、 例 え ば 、 カ ラ ー 部 材 の 上 流 側 端 部 は 、 排 気 ガ ス の  
流 れ る 方 向 に お い て 、 上 流 排 気 管 の 下 流 側 端 部 と 同 じ 位 置 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。 ま た  
、 カ ラ ー 部 材 お よ び 上 流 排 気 管 は 、 一 体 的 に 形 成 さ れ た 単 一 の 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 触 媒 担 体 ３ ０ が 内 燃 機 関 ４ の 前 方 に 配 置  
さ れ て い る が 、 触 媒 担 体 ３ ０ の 位 置 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 触 媒 担 体 ３ ０ は 、 内 燃  
機 関 ４ よ り も 下 方 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 排 気 装 置 ８ の 全 体 を 本 発 明 の 触 媒 装 置 と し て い る が 、 こ れ に  
限 定 さ れ な い 。 触 媒 装 置 は 、 排 気 装 置 の 一 部 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 排 気 装 置 は 、 触 媒 担  
体 ３ ０ の 周 囲 で 下 流 排 気 管 ２ ０ の 上 流 部 ２ １ を 覆 う よ う に 設 け ら れ た 、 外 部 に 対 す る 遮 熱  
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管 を さ ら に 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ の 他 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 に お け る 構 成 要 素 を 周  
知 の 構 成 要 素 に 置 き 換 え る こ と は 適 宜 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ４   内 燃 機 関
　 ８   排 気 装 置 （ 触 媒 装 置 ）
　 １ ０   上 流 排 気 管
　 １ ０ ｄ   上 流 排 気 管 の 下 流 側 端 部
　 ２ ０   下 流 排 気 管
　 ２ ０ ｕ   下 流 排 気 管 の 上 流 側 端 部
　 ２ ２   縮 径 部
　 ３ ０   触 媒 担 体
　 ３ ０ ｄ   触 媒 担 体 の 下 流 側 端 部
　 ３ ０ ｕ   触 媒 担 体 の 上 流 側 端 部
　 ３ １   平 板
　 ３ ２   波 板
　 ４ ０   外 筒
　 ４ ０ ｄ   外 筒 の 下 流 側 端 部
　 ４ ０ ｕ   外 筒 の 上 流 側 端 部
　 ５ ０   カ ラ ー 部 材
　 ６ ０   溶 接 部
　 Ｂ １   接 合 部
　 Ｇ   隙 間
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】



10

JP 7138784 B2 2022.9.16(12)

フロントページの続き

埼玉県和光市中央１丁目４番１号  株式会社本田技術研究所内
(72)発明者　 川口  大二

東京都港区南青山二丁目１番１号  本田技研工業株式会社内
(72)発明者　 倉澤  侑史

東京都港区南青山二丁目１番１号  本田技研工業株式会社内
(72)発明者　 木村  聡朗

東京都港区南青山二丁目１番１号  本田技研工業株式会社内
審査官　 畔津  圭介

(56)参考文献 実開平１－１６２０１７（ＪＰ，Ｕ）
特開平７－９１２３９（ＪＰ，Ａ）
実開昭５４－８２２１５（ＪＰ，Ｕ）
特開平６－７９１８１（ＪＰ，Ａ）
特開２０１０－１５６２１３（ＪＰ，Ａ）
特開平１０－３３７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｆ０１Ｎ      ３／２８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

